
陳舜臣さんを語る会

Ｐａｒｔ ３

陳舜臣さんと
神戸を歩こう
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１１ 陳舜臣さんと移情閣（松海別荘、孫文記念館）１

こ
こ
で
は
中
短
編
集
『
異

郷
の
檻
の
な
か
』
収
録
の
中

編
、
「
囚
人
の
斧
」
を
と
り

あ
げ
ま
す
。

ハ
イ
ラ
イ
ト
の
舞
台
は
、

呉
錦
堂
の
舞
子
の
宏
壮
な
邸

と
松
林
な
ど
そ
の
周
辺
で
す
。

こ
こ
に
、
よ
く
知
ら
れ
た

一
枚
の
写
真
が
あ
り
ま
す
。

一
九
一
三
年
三
月
十
四
日
、

舞
子
の
自
身
の
別
荘
前
、
居

並
ぶ
神
戸
華
僑
、
財
界
名
士

の
な
か
、
前
列
中
央
、
孫
文

の
横
に
誇
ら
し
げ
な
呉
錦
堂

が
写
っ
て
お
り
ま
す
。
「
囚

人
の
斧
」
は
、
こ
の
写
真
の

裏
に
あ
っ
た
一
つ
の
出
来
事

を
描
い
て
い
ま
す
。
裏
に
あ
っ

た
出
来
事
、
そ
れ
は
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
す
が
。

実
在
の
人
物
と
し
て
は

呉
錦
堂
及
び
孫
文
が
登
場

し
、
架
空
の
人
物
と
し
て
、

呉
育
雲
、
曹
永
忠
ら
が
描

か
れ
ま
す
。

呉
育
雲
：
主
人
公
の
青
年
。

呉
錦
堂
の
援
助
で
、
土
木

工
学
を
学
ぶ
た
め
、
日
本

留
学
と
い
う
、
一
見
、
夢
の

よ
う
な
道
を
進
む
。

し
か
し
そ
の
こ
と
が
呉
錦

堂
に
対
す
る
負
い
目
、
心
の

負
担
と
な
り
「
牢
獄
に
い
れ

ら
れ
た
よ
う
だ
、

囚
人
と

し
て
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
悩
む
。

東
京
で
の
留
学
を
終
え
、

舞
子
の
呉
邸
に
住
む
。

曹
永
忠
：
育
雲
同
様
、
呉

錦
堂
に
そ
の
才
を
認
め
ら
れ
、

法
律
を
学
ぶ
た
め
日
本
へ
留

学
。
一
旦
、
中
国
に
帰
り
、

呉
錦
堂
の
中
国
で
の
事
業
を

手
伝
っ
て
い
た
が
日
本
へ
戻

り
、
呉
邸
に
住
む
。

金(

カ
ネ)

の
た
め
、
袁
世

凱
の
手
先
と
な
り
孫
文
暗
殺

を
計
画
。

登
場
人
物

「
囚
人
の
斧
」
の
舞
台
、

松
海
別
荘

中
国
人
実
業
家
呉
錦
堂
（
大
正

十
五
年
没
）
が
舞
子
に
「
移
情
閣
」

を
建
て
た
の
は
、
大
正
六
年
※
の

こ
と
で
あ
る
。
い
ま
は
海
の
す
ぐ

そ
ば
で
、
護
岸
の
お
か
げ
で
や
っ

と
波
か
ら
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

状
態
だ
が
、
新
築
当
時
は
そ
の
前

に
ひ
ろ
い
砂
浜
が
あ
り
、
呉
錦
堂

は
そ
の
砂
浜
を
馬
に
の
っ
て
、
よ

く
明
石
ま
で
遊
び
に
行
っ
た
と
い

う
。
い
ま
は
馬
の
通
れ
そ
う
な
と

こ
ろ
は
な
い
。(

※
大
正
四
年
上
棟)

彼
の
前
身
に
つ
い
て
は
、
い
ろ

ん
な
伝
説
が
あ
る
。
ひ
ど
い
の
に

な
る
と
、
国
で
船
頭
を
し
て
い
た

と
き
人
を
殺
し
た
の
で
、
日
本
に

逃
げ
て
き
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

成
功
者
は
他
人
か
ら
嫉
妬
さ
れ
る

の
で
、
そ
ん
な
話
を
つ
く
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

『
神
戸
と
い
う
ま
ち
』

〝
二
つ
の
海
〟
 P.

121
～

123
同著より

十
年
前
の
二
〇
一
五

年
一
月
二
一
日
、
作
家

の
陳
舜
臣
さ
ん
が
亡
く

な
ら
れ
、
二
日
後
、
玉

岡
か
お
る
さ
ん
の
追
悼

文
、
「
陳
舜
臣
さ
ん
を

悼
む
」
が
新
聞
に
載
り

ま
し
た
。

〝
魂
の
集
積
文
字
に
込

め
〟
と
題
す
る
非
常
に

興
味
深
い
文
章
で
し
た
。

特
に
記
憶
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
玉
岡
さ
ん

が
文
中
、
「
若
輩
の
私

が
同
じ
神
戸
の
作
家
と

い
う
ご
縁
で
陳
先
生
と

対
談
で
き
る
幸

運
に
恵
ま
れ
た

時
は
う
れ
し
か
っ

た
。
二
〇
〇
三

年
の
こ
と
だ
か

ら
、
十
年
以
上

も
前
の
こ
と
に

な
る
。
場
所
も

印
象
的
だ
っ
た
。

神
戸
市
垂
水
区

に
あ
る
移
情
閣

…

」
と
記
さ
れ

て
い
た
か
ら
で

す
。

対
談
当
日
、
陳
舜
臣

さ
ん
は
、
奥
さ
ん
も
ご

一
緒
で
し
た
。

こ
の
日
、
両
氏
の
対

談
は
移
情
閣
三
階
の
孫

文
胸
像
前
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

詳
し
く
は
、
「
ネ
ッ

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
兵
庫

文
学
館

陳
舜
臣
館
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の

対
談
は
同
文
学
館
の
企

画
で
し
た
。

（
Ｔ
）

「
青
山
一
髪
」
と
「
天
涯
の
船
」
、孫
文
が
取
り
持
っ
た

陳
舜
臣
さ
ん
と
玉
岡
か
お
る
さ
ん
の
対
談

移
情
閣
三
階
、孫
文
胸
像
前
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１２ 陳舜臣さんと移情閣（松海別荘、孫文記念館）2

陳舜臣さん、毛沢東の胸像があったころの移情閣を訪れる(1974.11.１９)

1974年11月19日、陳舜臣さんは、北京大学社会科学友好代表団を案内、移情閣を訪れてい
ます。代表団の交流活動は、京都大学人文科学研究所編『学問に架ける橋』（小学館 1976年）
として発行されていますが、この内、交流日誌の11月19日の箇所を下にあげました。ここに、
陳舜臣さんの名前が出ています。
下の写真２葉は孫文記念館安井三吉名誉館長所蔵です。撮影日時は1973年11月となってい
ます。陳舜臣さん訪館の時もこのような状況だったのですが、陳さんはどう感じ何を思われ
たでしょうか。ちなみに、1974年11月といえば、陳さんは、北京、大連、延安、西安、南京
など、中国旅行をされてきたばかりの時期です。毛沢東は存命です。

下の写真、孫文胸像の上の赤いパネルには次の文章が記されています。

纪念伟大的革命先行者孙中山先生!
纪念他在中国民主革命准备时期，以鲜明的中

国革命民主派立场，同中国改良派作了尖锐的斗
争。他在这一场斗争中是中国革命民主派的旗帜。

纪念他在辛亥革命时期，领导人民推翻帝制、
建立共和国的丰功伟绩。

纪念他在第一次国共合作时期，把旧三民主义

发展为新三民主义的丰功伟绩。
他在政治思想方面留给我们许多有益的东西。
现代中国人，除了一小撮反动分子以外，都是

孙先生革命事业的继承者。
1956年11年12日《纪念孙中山先生》毛沢東

↑上の写真は毛沢東胸像。下の赤い台の部
分には、
「毛沢東同志は、現代におけるもっとも偉大なマ
ルクス・レーニン主義者である。毛沢東同志は、
天才的、創造的、全面的にマルクス・レーニン主
義をうけつぎ、守り、発展させてマルクス・レーニ
ン主義をまったく新しい段階に高めた」とありま
す。
この文章は、林彪が『毛主席語録』の再版のた

めに書いたまえがきです。枠内、傍線の箇所に陳舜臣さんの名が見える
（傍線は加筆）

（
ス
ト

は
交
通
ス
ト
）
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１3 泰安公司 神戸華僑歴史博物館 陳舜臣アジア文藝館

泰安公司の現社長陳武洋氏は舜臣さんの弟仰
臣氏のご長男です。
「祖父陳通は海岸通りの社屋が空襲で焼けた
後、北長狭通３丁目のこの地（JR元町駅東口を
北へ出て鯉川筋を渡ったところ）に平屋を建て、
会社を移しました。父と舜臣伯父、ほか数人の
社員が仕事をしていたのはこの時代です。
やがて、舜臣伯父は作家へと道を変え、家業
を継いだ父は、この地にビルを建設しました。
いまの４階建て泰安ビルです。一昨年、竣工50
年を祝いました」(2020年7月、電話にて取材)

泰安公司 家業に従事した１０年

木立の右が泰安ビル
ＪＲ高架下から北を向いて撮影

冒頭の数行を引用します。

私が大阪の語学の学校に通っていた昭和十年
代の後半、神戸から通学している学生のなかで、
陳姓のひとがふたりいて 、どちらも温厚で秀
才の評判が高かった。
ひとりは中国語を専攻していた陳徳仁氏であっ
た。他のひとりはインド語を専攻していた陳舜
臣氏で、陳舜臣氏によると、神戸からの通学組
のひとたちがこの同姓の両人を区別するのに、
わざわざ陳徳仁氏のほうを、男前の陳とよんで
いたという。陳舜臣も決してぶおとこではない
のだが、陳徳仁氏が鼻筋のとおった面長の容貌
で、姿勢がいい上に、撓うような痩身であった

ためにそういう符牒（？）がふさわしかったの
だろう。

1982年取材時撮影 神戸華僑歴史博物館提供
右から、陳徳仁氏、司馬遼太郎氏、陳舜臣氏

『街道をゆく ２１』「陳徳仁氏の館長室」

陳舜臣アジア文藝館 □名称：陳舜臣アジア文藝館
□場所：旧神戸税関メリケン波止場庁舎３Ｆ
□陳さんの願い：「アジアの若者たちが自由

に交流できるスペースになれば」
□展示・所蔵品：

・陳舜臣著作 ・研究・調査用蔵書
・自筆原稿 ・家具・調度品（机、万年筆、
ポールハンガー、トロフィー、 額、色紙、
書、焼きものほか）

残念ながら
現在休館中！入口
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14 「海軍営之碑」と「海軍操練所跡」記念碑

以
下
、
『
神
戸
と
い
う
ま
ち
』

（
一
九
六
五
至
誠
堂
新
書
19
）

「
金
星
台
か
ら
」
よ
り
抜
粋
・

引
用
し
ま
す
。

神
戸
市
立
南
蛮
美
術
館
に
、

明
治
二
年
と
書
き
こ
ん
だ
古

い
写
真
が
あ
る
。

こ
ん
も
り
し
た
生
田
の
森

の
東
が
わ
に
競
馬
場
が
み
え

る
。
お
そ
ら
く
、
金
星
台
か

ら
か
な
り
東
よ
り
の
、
三
本

松
不
動
尊
あ
た
り
か
ら
と
っ

た
写
真
で
あ
ろ
う
。
沖
に
外

国
船
が
数
艘
う
か
ん
で
い

る
が
、
町
な
み
は
な
く
、

一
め
ん
に
田
畑
と
森
ば
か

り
で
あ
る
。

神
戸
市
は
、
こ
の
写
真

に
み
る
田
ん
ぼ
の
う
え
に

で
き
た
。
京
都
や
大
阪
と

ち
が
っ
て
、
神
戸
は
明
治

以
後
に
で
き
た
新
興
都
市

な
の
だ
。

神
戸
の
町
は
、
い
つ
生

ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
？

制
度
の
う
え
で
は
な
く
、

実
質
的
な
誕
生
を
考
え
る

な
ら
、
筆
者
は
そ
れ
を
、

『
海
軍
操
練
所
』
が
設
置

さ
れ
た
と
き
、
と
し
た
い
。

海
軍
営
の
碑
に
は
、
将
軍

家
茂
が
そ
の
地
形
を
相
し
て
、

海
軍
営
の
基
を
つ
く
ら
せ
た

と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
事
実
は

勝
海
舟
の
進
言
に
よ
る
も
の

だ
。
地
形
を
相
し
た
の
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
勝
海
舟
だ
っ
た
。

海
軍
営
の
設
置
は
神
戸
の

地
形
の
も
つ
力
を
軍
事
的
に

利
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
『
地
形
力
』
は

同
時
に
、
近
代
海
港
都
市
を

育
て
る
酵
素
で
も
あ
っ
た
。

海
軍
営
が
で
き
た
と
き
、
こ

の
地
は
新
時
代
の
港
都
た
る

べ
き
運
命
の
第
一
歩
を
、
踏

み
出
し
た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
意
味
で
、
金
星
台
の

海
軍
営
の
碑

は
、
神
戸
の

町
の
誕
生
を

記
念
す
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト

で
も
あ
る
。

神
戸
の
町

の
た
ま
し
い

、
、
、
、

を
さ
ぐ
ろ
う

と
す
る
な
ら
、

そ
の
源
流
を

『
海
軍
操
練

所
』
に
も
と

む
べ
き
で
あ

る

海
軍
営
之
碑
は
神
戸
の
町

誕
生
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

海
軍
操
練
所
は
神
戸
の
町
の

た
ま
し
い
の
源
流

、
、
、
、

続
け
て
『
神
戸
と
い
う
ま
ち
』
「
金

星
台
か
ら
」
よ
り
抜
粋
・
引
用
し
ま
す
。

海
軍
操
練
所
の
塾
生
は
、
幕
臣
、
諸

藩
の
家
臣
を
問
わ
ず
に
採
用
し
た
。
総

管
が
勝
海
舟
で
、
塾
頭
が
坂
本
竜
馬
だ
っ

た
。
こ
の
二
人
を
近
代
神
戸
人
の
祖
と

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

航
海
術
や
海
軍
技
術
な
ど
は
実
力
本

位
で
あ
る
。
身
分
の
高
下
は
、
問
題
に

な
ら
な
い
。
こ
の
近
代
的
な
合
理
性
が
、

海
軍
操
練
所
を
貫
い
て
い
た
。
そ
れ
が
、

神
戸
と
い
う
町
の
血
管
の
な
か
に
も
、

流
れ
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。

幕
末
は
大
義
名
分
の
観
念
論
が
猖
獗

し
ょ
う
け
つ

し
た
時
代
で
あ
る
。
観
念
的
尊
王
攘
夷

論
が
、
若
い
世
代
を
風
靡
し
た
。

海
舟
が
海
軍
操
練
所
を
つ
く
っ
た
の

は
、
じ
つ
は
そ
う
し
た
観
念
論
に
浪
費

さ
れ
る
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
利
的
な

海
軍
技
術
習
得
の
方
向
に
向
か
わ
せ
よ

う
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

塾
生
は
海
舟
の
思
惑
ど
お
り
に
は
な

ら
な
か
っ
た
。
塾
生
で
ひ
そ
か
に
京
都

に
潜
入
し
て
、
政
治
運
動
を
す
る
者
が
、

あ
と
を
絶
た
な
い
。

か
り
に
も
海
軍
操
練
所
は
幕
府
の
機

関
で
あ
る
。
そ
こ
の
書
生
が
反
幕
運
動

に
参
加
す
る
の
は
、
も
っ
て
の
ほ
か
、

と
い
う
の
だ
。

海
舟
は
こ
の
海
軍
操
練
所
に
情
熱
を

も
っ
て
い
た
。
創
立
に
あ
た
っ
て
、
彼

は
日
記
に
、

興
国
之
基
漸
く
立
た
ん
と
す
。

と
書
い
て
い
る
ほ
ど
だ
。
だ
か
ら
彼

は
、
小
野
浜
に
碑
石
を
建
て
、
『
鴻
基
こ
う
き

の
記
念
』
と
し
た
。

幕
府
の
逆
鱗
に
ふ
れ
た
海
軍
操
練

所
は
、
慶
応
元
年
に
廃
止
さ
れ
、
海

舟
は
軍
艦
奉
行
を
ク
ビ
に
な
っ
た
。

碑
石
を
深
く
土
中
に
埋
む
。

と
海
舟
日
記
に
あ
る
。

維
新
後
、
碑
石
は
掘
り
お
こ
さ
れ

て
、
金
星
台
上
に
移
さ
れ
た
。

勝
海
舟
と
坂
本
竜
馬
が

近
代
神
戸
人
の
祖

諏訪山金星台
上：海軍営之碑

下：金星観測記念碑

「海軍操練所跡」記念碑
神戸市中央区波止場町、神戸
第二地方合同庁舎の東道路向
こう際
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15 「三本松不動尊」と「私の好きな道」

ま
ず
、
『
三
本
松
伝
説
』(

一
九

九
一

徳
間
書
店)

所
収
「
三
本
松

伝
説
」
の
内
容
で
す
。

語
り
手
、
私
は
、
戦
中
、
昭
和

19
年
の
秋
、
そ
れ
ま
で
住
ん
で
い

た
海
岸
通
り
の
家
か
ら
北
野
町
に

引
っ
越
し
た
。
近
く
に
不
動
尊
の

祠(

ほ
こ
ら)

が
あ
っ
た
。
む
か
し

こ
こ
に
三
本
の
大
き
な
松
が
あ
っ

た
と
い
う
。
近
所
の
異
人
館
の
お

手
伝
い
さ
ん
の
Ｓ
さ
ん
は
、
話
を

自
説
に
都
合
の
い
い
よ
う
に
三
本

松
不
動
尊
の
祟(

た
た)

り
に
結
び

つ
け
る
。
精
神
に
異
常
を
き
た
し

て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
Ｍ
姉
妹
の
こ

と
、
ア
メ
リ
カ
人
ハ
リ
マ
ン
さ
ん

の
神
隠
し
な
ど
。

続
い
て
、
「
三
本
松
伝
説
」
よ

り
抜
粋
・
引
用
し
ま
す
。

祟
り
が
あ
り
ま
し
て
ね
。

た
た

そ
れ
で
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
お
不
動

さ
ん
を
祀
っ
た
の
で
す
よ
。

と
、
Ｓ
さ
ん
は
三
本
松
不
動
尊

の
い
わ
れ
を
説
明
し
た
。

北
野
町
の
一
丁
目
と
二
丁
目
を

分
け
る
坂
の
南
半
分
を
不
動
坂
と

い
う
。
二
丁
目
側
の
角
の
と
こ
ろ

に
不
動
尊
の
祠
が
あ
る
か
ら
だ
。

む
か
し
こ
こ
に
三
本
の
大
き
な
松

が
あ
っ
た
ら
し
く
、
俗
称
「
三
本

松
」
で
あ
る
。

不
動
明
王
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
シ

ヴ
ァ
神
が
、
仏
教
に
と
り
い
れ
ら

れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
真

言
行
者
の
守
護
神
で
、
右
手
に
剣
、

左
手
に
索
を
も
ち
、
威
怒
身
で
猛

炎
を
負
い
、
盤
石
座
に
安
住
す
る
。

炎
と
利
剣
と
索
は
、
は
げ
し
い
も

の
を
鎮
め
る
と
思
わ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
（
２
節
冒
頭
）

北
野
町
の
三
本
松
不
動
尊

「
私
の
好
き
な
道
」
は
、
『
神
戸
わ

が
ふ
る
さ
と
』
第
一
部

エ
ッ
セ
イ

〈
Ⅰ
〉
、
冒
頭
の
短
編
で
す
。
そ
の

全
文
を
次
に
転
載
し
ま
す
。

神
戸
北
野
町
の
不
動
坂
は
、
不
動

明
王
の
小
さ
な
祠
を
す
ぎ
る
と
道
は

や
や
狭
く
な
り
、
そ
こ
を
す
こ
し
登

る
と
、
西
へ
折
れ
て
天
神
さ
ん
に
出

る
小
道
が
あ
る
。
も
う
ふ
つ
う
の
乗

用
車
は
通
れ
な
い
。
五
十
年
来
、
わ

た
し
は
こ
の
小
道
を
愛
し
つ
づ
け
て

い
る
。

私
が
北
野
町
に
住
み
は
じ
め
た
の

は
戦
時
中
の
こ
と
だ
っ
た
。
あ
た
り

は
外
国
人
の
居
住
地
域
な
の
で
、
戦

争
で
引
き
揚
げ
た
家
族
が
多
く
、
た

だ
で
さ
え
閑
散
と
し
た
道
に
、
ほ
と

ん
ど
人
影
は
な
か
っ
た
。

戦
後
、
か
な
り
長
い
あ
い
だ
、
復

興
ム
ー
ド
に
も
と
り
残
さ
れ
、

私
に
と
っ
て
は
変
わ
ら
ぬ
、

い
と
し
の
小
道
で
あ
り
つ
づ

け
た
。
と
こ
ろ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ド
ラ
マ
の
『
風
見
鶏
』
で
、

神
戸
の
異
人
館
が
一
躍
有
名

に
な
る
と
、
に
わ
か
に
様
相

が
変
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

天
神
さ
ん
の
前
か
ら
風
見
鶏

の
家
に
か
け
て
、
そ
の
前
に

観
光
用
の
休
憩
所
な
ど
が
つ

く
ら
れ
、
道
路
も
拡
張
さ
れ

た
。幸

い
な
こ
と
に
、
私
の
愛

し
た
小
道
は
百
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
、
拡
張
も
さ
れ
な
か
っ
た
。
拡
張

の
し
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

観
光
客
が
増
え
、
彼
ら
の
た
め
の
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
で
き
た
が
、
そ
ん

な
こ
と
に
、
い
ち
い
ち
文
句
を
つ
け

る
気
持
ち
は
な
い
。

い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
の
は
、

か
え
っ
て
気
味
が
悪
い
こ
と
で
あ
る
。

適
当
に
ブ
ー
ム
に
乗
り
、
時
代
に
合

わ
せ
る
こ
と
に
反
対
し
よ
う
と
は
思

わ
な
い
。
車
が
通
ら
な
い
の
で
、
そ

の
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
は
、
目
を
と
じ

て
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
観
光
客
に

つ
き
あ
た
る
お
そ
れ
は
あ
る
が
、
ま

ぶ
た
の
裏
に
青
春
の
思
い
出
の
か
け

ら
が
キ
ラ
キ
ラ
き
ら
め
き
、
そ
れ
を

か
み
し
め
な
が
ら
歩
く
。
そ
れ
で
満

足
で
あ
る
。

不
動
坂
を
西
へ
折
れ
て

天
神
さ
ん
に
で
る
小
道
「
私
の
好
き
な
道
」

二
〇
二
五
年
四
月
撮
影


